


平成26年第３回定例会の概要

第３回定例会の報告と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 26 年 12 月１日（2）

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
ク ラ ブ

黒 石 市 民
ク ラ ブ

日 本
共 産 党 議 決 結 果

報告第 26 号 平成 26 年度黒石市一般会計補正予算
（第６号について） ○ ○ ○ 承認

報告第 27 号 平成 25 年度における黒石市温泉供給事業特別会計
経営健全化計画の実施状況について ○ ○ ○ 報告

報告第 28 号 黒石市財政の平成 25 年度決算に基づく健全化判断
比率について ○ ○ ○ 報告

報告第 29 号 黒石市公営企業の平成 25 年度決算に基づく資
金不足比率について ○ ○ ○ 報告

平成 26 年第３回定例会は、10 月３日から 10 月 28 日までの 26 日間にわたって開かれ、市長提出の４報
告・35 議案、議員提出の１議案を、慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・報告・認定・可決いたし
ました。
また 10 月３日に全議員で構成される決算特別委員会が設置され、委員長に大溝雅昭委員、副委員長に
黒石ナナ子委員を選任し、平成 25 年度一般会計、各特別会計、各財産区会計決算の審査を行いました。
各議案の議決結果と各会派の賛否は次ページをご覧ください。

平成 25 年度黒石市一般会計歳入歳出決算認定 討論

○反対の１つは指定管理業者について、㈱ツガ
ルサイコーに対する監査委員による７点の指
摘事項の改善と適切な指導が不十分であり、
他の指定管理業者の状況も適時行うべきが、
なされていない。
○市民の願いに十分応えていないものとして、
１、雪対策は市民の安全、安心に到達してい
ない。

２、生活保護行政では、職務怠慢で市民に被
害を与えたことの改善処理が不十分であ
る。

３、市民生活がひっ迫し、税、使用料の滞納
が増えている中、中小業者の仕事を増や
し、経済が回っていく市独自の住宅リ
フォーム制度の創設が急がれるが、不十
分である。

以上の理由から決算に反対するものであります。

反対討論
○平成 25 年度は、市税収入の増もあり、実
質収支額は６億 5,159 万１千円の黒字で
あり、財政調整基金の取崩し２億５千万
円を差し引いても黒字であることは、節
度ある執行の結果である。

○市の大きな課題である財政健全化につい
ても、土地開発公社の清算に取り組むな
ど、計画を上回る進展を見せ、大いに評価
に値する。

○厳しい財政状況ながらも実施した社会福
祉センターの移転は、福祉施策の充実に
大いに貢献するものであり、各施策につ
いても限られた財源で効果的かつ効率的
に展開していると認められる。

以上のことから決算認定に賛成します。

賛成討論

この他にも「平成 25 年度黒石市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について」及び「平成
25 年度黒石市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について」においても、反対・賛成討論があり
ました。



第３回定例会の議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

黒 石 市 議 会 だ よ り（3）平成 26 年 12 月１日

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
ク ラ ブ

黒 石 市 民
ク ラ ブ

日 本
共 産 党 議 決 結 果

議案第 100 号 平成 25 年度黒石市一般会計歳入歳出決算認定につ
いて ○ ○ ● 認 定

(起立多数)

議案第 101 号 平成 25 年度黒石市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定について ○ ○ ● 認 定

(起立多数)

議案第 102 号 平成 25 年度黒石市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について ○ ○ ○ 認 定

議案第 103 号 平成 25 年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計歳入歳出
決算認定について ○ ○ ○ 認 定

議案第 104 号 平成 25 年度黒石市介護保険特別会計歳入歳出決算
認定について ○ ○ ● 認 定

(起立多数)

議案第 105 号
から

議案第 109 号

平成 25 年度黒石市観光施設事業特別会計、簡易水
道特別会計、温泉供給事業特別会計、農業集落排水
事業特別会計、土地取得特別会計歳入歳出決算認定
について

○ ○ ○ 認 定

議案第 110 号
から

議案第 114 号

平成 25 年度黒石市中川財産区、上十川財産区、追
子野木財産区、温湯財産区、袋財産区会計歳入歳出
決算認定について

○ ○ ○ 認 定

議案第 115 号 黒石市姉妹都市等交流基金条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 116 号
から

議案第 118 号

黒石市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例、家庭的保育事業
等の設備及び運営に関する基準を定める条例、放課
後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例制定について

○ ○ ● 原案可決
(起立多数)

議案第 119 号 黒石市地酒による乾杯を推奨する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 120 号 黒石市附属機関の設置に関する条例の一部を改正
する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 121 号 黒石市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改
正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 122 号 黒石市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定
について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 123 号 財産の取得について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 124 号 工事請負変更契約の締結について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 125 号 平成 26 年度黒石市一般会計補正予算(第７号) ○ ○ ○ 原案可決

議案第 126 号 平成 26 年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算
(第１号) ○ ○ ○ 原案可決

議案第 127 号 平成 26 年度黒石市後期高齢者医療特別会計補正予
算(第１号) ○ ○ ○ 原案可決

議案第 128 号 平成 26 年度黒石市介護保険特別会計補正予算(第
１号) ○ ○ ○ 原案可決

議案第 129 号 平成 26 年度黒石市観光施設事業特別 会計補正予
算(第１号) ○ ○ ○ 原案可決

議案第 130 号 平成 26 年度黒石市簡易水道特別会計補正予算(第
１号) ○ ○ ○ 原案可決

議案第 131 号 平成 26 年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算
(第２号) ○ ○ ○ 原案可決

議案第 132 号 平成 26 年度黒石市農業集落排水事業特別会計補正
予算(第１号) ○ ○ ○ 原案可決

議案第 133 号 平成 26 年度黒石市水道事業会計補正予算(第１号) ○ ○ ○ 原案可決

議案第 134 号 平成 26 年度黒石市下水道事業会計補正予算(第１
号) ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第６号

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を
求める意見書の提出について ○ ○ ○ 原案可決



黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 26 年 12 月１日（4）

問

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
当
市
の
現
状
と
特
典
に

つ
い
て
。
１
円
で
も
10
円
で
も
税
収
を
挙
げ
る
手
段
と

し
て
特
典
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答

平
成
25
年
度
の
当
市
へ
の
寄
附
金
は
、
85
万
円
で

し
た
。
特
典
付
与
に
つ
い
て
は
、寄
附
金
の
多
寡
に
よ
っ

て
差
を
つ
け
る
こ
と
の
妥
当
性
、
費
用
対
効
果
な
ど
考

慮
す
べ
き
事
項
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問

公
用
車
の
運
用
に
つ
い
て
。
市
民
の
要
望
す
る
市

民
バ
ス
の
導
入
の
実
現
は
。

答

市
が
貸
し
出
し
の
バ
ス
を
所
有
す
る
の
が
い
い
の

か
。
費
用
対
効
果
・
運
営
方
法
も
含
め
、
多
様
な
面
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

問

少
子
化
対
策
に
お
け
る
担
当
窓
口
の
新
設
に
つ
い

て
。
40
年
後
に
は
市
の
人
口
は
約
２
万
人
に
減
少
す
る

が
対
策
は
。

答

少
子
化
問
題
に
限
ら
ず
、
複
数
の
分
野
に
ま
た
が

る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
各
分
野
を
横
断
し
て
、

総
合
的
に
政
策
立
案
す
る
新
部
署
の
設
置
を
考
え
て
い

ま
す
。

問

り
ん
ご
で
世
界
農
業
遺
産
を
目
指
す
当
市
の
考
え

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

世
界
農
業
遺
産
を
目
指
す
取
り
組
み
に
対
し
て
賛

同
を
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
国
、
県
の
動
向
を
踏
ま

え
世
界
農
業
遺
産
と
は
何
か
を
市
民
と
共
有
し
て
い
く

た
め
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

音
楽
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
と
若
者

の
支
援
策
に
つ
い
て
。

答

音
楽
で
の
地
域
活
性

化
を
早
い
機
会
に
研
究
し
、

音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し

ま
す
。
若
者
の
定
住
策
は

市
の
重
要
課
題
と
捉
え
総

合
的
な
施
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

ピ
ロ
リ
菌
の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
患
者
さ
ん
の
約
８
割

に
ピ
ロ
リ
菌
が
存
在
し
、
胃
が
ん
等
の
発
症
に
も
か

か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

ピ
ロ
リ
菌
の
検
診
及
び
除
菌
の
内
容
等
に
つ
い
て
周

知
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
予
算
の
優
先
度
を
見
極
め
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問

黒
石
市
の
里
山
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
豪
華
客
船

ツ
ア
ー
客
の
受
け
入
れ
は
で
き
な
い
か
。
中
野
も
み
じ

山
、
黒
森
山
を
市
の
遺
産
に
登
録
し
て
は
ど
う
か
。

答

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
組
み
込
ん
で
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
津
軽
圏
域
で
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、県
に
相
談
し
、体
制
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

近
隣
市
町
村
で
連
携
し
英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
の
広
域

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

黒
森
山
、
中
野
も
み
じ
山
に
は
文
化
財
な
ど
が
多
く

あ
り
ま
す
が
、
他
に
貴
重
な
物
件
な
ど
が
あ
れ
ば
諮
問

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

黒
石
は
全
国
で
も
珍
し
い
り
ん
ご
研
究
機
関
、
農

業
機
関
を
有
し
て
お
り
、
献
上
り
ん
ご
の
里
で
も
あ
り
、

り
ん
ご
の
歴
史
は
日
本
一
で
あ
る
。
青
森
り
ん
ご
の
世

界
農
業
遺
産
の
呼
び
か
け
へ
の
協
力
は
。

答

会
長
で
あ
る
五
所
川
原
農
林
高
校
長
か
ら
参
加
協

力
要
請
が
あ
り
、
賛
同
を
伝

え
て
い
ま
す
が
、
市
民
へ
の

呼
び
か
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

啓
蒙
を
図
り
、
青
森
り
ん
ご

生
産
地
域
全
体
の
取
り
組
み
、

全
県
的
な
動
き
で
展
開
す
べ

き
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

黒
石

く
ろ
い
し

ナ
ナ
子

な
な
こ

議
員

（
一
括
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

俊
広

と
し
ひ
ろ

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中
田

な
か
た

博
文

ひ
ろ
ふ
み

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）
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自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

和
行

か
ず
ゆ
き

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

北
山

き
た
や
ま

一
衛

か
ず
え

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

今
井

い
ま
い

敬た
か
し

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

問

方
針
の
一
部
見
直
し
案
（
主
に
小
学
校
の
統
合
時

期
）
に
つ
い
て
市
報
に
も
掲
載
さ
れ
た
が
、
今
後
説
明
な

り
意
見
聴
取
に
お
い
て
、
地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば

枠
組
み
に
つ
い
て
も
変
更
が
有
り
得
る
か
。

答

適
正
配
置
の
意
義
・
目
的
と
い
う
総
論
で
は
理
解

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
示
し
て
い
る
枠
組

み
で
の
統
合
を
進
め
る
考
え
で
す
。

問

統
合
及
び
給
食
の
実
施
時
期
が
延
び
て
お
り
財
政

的
理
由
が
あ
る
と
思
う
が
、
新
築
予
定
の
統
合
校
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
の
環
境
整
備
、
給
食
実
施
を
含
め
た
財

政
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

方
針
で
は
、
統
合
校
は
平
成
32
年
度
を
め
ど
に
開

校
、
給
食
提
供
は
そ
れ
以
降
の
実
施
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
が
、
事
業
費
が
非
常
に
大
き
く
、
重
要
な
課
題
で
あ

る
の
で
、
実
施
内
容
の
具
体

化
を
進
め
な
が
ら
、
市
全
体

の
事
業
の
中
で
ど
う
組
み
込

む
か
、
財
政
状
況
を
ど
う
好

転
さ
せ
る
か
と
合
わ
せ
て
検

討
、
計
画
が
必
要
で
す
。
財

政
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
と

判
断
し
て
い
ま
す
が
、
実
現

の
た
め
に
知
恵
を
絞
り
、
財

政
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

本
年
度
産
米
の
米
価
の
動
向
と
、
今
後
の
市
の
対

応
は
。

答

農
水
省
８
月
末
の
試
算
で
、
米
60
㎏
当
り
１
１
，

８
３
０
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ナ
ラ
シ
対
策
加
入
者

に
は
２
０
５
１
円
、
未
加
入
者
に
は
７
６
８
円
補
填
さ

れ
る
予
定
で
、
来
年
６
月
ご
ろ
実
施
さ
れ
ま
す
。

県
、
市
長
会
、
農
業
者
団
体
と
連
携
し
、
金
融
対
策
も

含
め
で
き
る
も
の
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

旧
松
の
湯
建
設
事
業
の
事
業
費
が
増
額
に
な
っ
た

経
緯
、
落
成
ま
で
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
事
業
費
、

国
の
補
助
率
は
。

答

労
務
費
等
上
昇
に
加
え
、
土
蔵
壁
崩
落
で
当
初
の

補
修
か
ら
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
、
オ
ー
プ

ン
時
期
は
工
事
の
進
捗
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
事
業
費
は
、
３
億
４
４
９
６
万
８
千
円

を
見
込
み
、
内
、
１
億
１
６
９
８
万
４
千
円
が
補
助
さ
れ

る
予
定
で
す
。

問

市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
診
断
の
予
定
は
、
診
断
結

果
か
ら
危
険
と
判
断
さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

答

市
有
建
築
物
耐
震
化
計
画
で
は
28
年
度
実
施
予
定

で
あ
り
、
小
学
校
、
公
民
館
等
を
優
先
し
て
き
ま
し
た
。

早
期
実
施
に
は
財
政
的
な
問
題
も
含
ま
れ
ま
す
。

診
断
後
の
対
策
と
し
て
、
国
か
ら
平
成
28
年
度
末
ま

で
求
め
ら
れ
て
い
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
の
考
え
方
と

思
い
は
。

答

こ
れ
ま
で
大
手
量
販
店
中
心
で
し
た
が
、
商
店
街

に
売
り
込
め
な
い
か
調
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
台
湾

へ
も
県
と
連
携
し
新
た
な
施
策
を
展
開
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
知
名
度
評
価
向
上
を
目
指
し
、
継
続
し
て
い
る

立
川
市
の
羽
衣
ネ
プ
タ
祭
り
、
品
川
区
の
中
延
ネ
プ
タ

祭
り
な
ど
東
京
圏
は
も
ち
ろ
ん
中
部
地
方
以
西
、
関
西

九
州
方
面
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
積
極
的

に
宣
伝
と
売
り
込
み
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
足
を

運
び
情
報
交
換
を
通
し
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

「
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
」
の
使
途
を
示
せ
。

答

沖
揚
平
分
校
解
体
や
黒
石
消
防
署
の
設
備
改
修
、

青
山
・
追
子
野
木
地
区
の
側
溝
整
備
へ
の
活
用
を
考
え

て
い
ま
す
。

問

「
子
供
の
貧
困
」
の
実
態
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
状
況
と
対
応
は
。
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
建
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

18
歳
以
下
の
子
供
が
い
る
生
活
保
護
世
帯
は
18
世

帯
で
28
人
で
す
。
ま
た
、
在
宅
で
要
介
護
３
以
上
の
実

質
的
な
待
機
者
は
28
人
で
地
域
密
着
型
特
養
ホ
ー
ム
の

建
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
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問

優
良
企
業
の
誘
致
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答

県
企
業
誘
致
推
進
協
議
会
や
弘
前
圏
域
定
住
自
立

圏
構
想
の
産
業
振
興
分
野
に
お
い
て
、
情
報
発
信
や
誘

致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
既
存
企
業

の
留
置
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
企
業
が
活
動
し
や

す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

問

消
防
団
員
が
全
国
的
に
人
員
不
足
と
な
っ
て
い
る

今
、
団
員
確
保
の
た
め
報
酬
の
引
上
げ
や
定
年
の
引
上
げ
、

女
性
消
防
団
員
の
入
団
促
進
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答

消
防
団
員
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
団
員
の
意
向
を

踏
ま
え
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
消
防
団
員
の
入
団
促
進
を
進
め

て
い
ま
す
。

問

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
市

の
考
え
は
。

答

平
成
10
年
策
定
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

は
実
施
可
能
な
施
策
の
み
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
計
画

の
策
定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
商
店
街
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
黒
石
市
第
5
次
総
合
計
画
に
基
本
計
画
を
示

し
て
お
り
、
新
た
な
施
策
や
事
業
は
こ
の
計
画
策
定
の

中
で
検
討
し
、
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

問

空
き
店
舗
等
の
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
創
設
し
、
専
門
的
な
知
識
を
も
ち
、

問
題
解
決
の
提
案
を
積
極
的
に
行
え
る
民
間
メ
ン
バ
ー

を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答

「
ま
ち
な
か
活
性
化
庁
内
検
討
会
議
」
を
立
ち
上

げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
議
所
内
に
検

討
会
議
設
置
の
動
き
が
あ
る
の
で
、
市
も
か
か
わ
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

小
・
中
学
校
適
正
配
置
と
小
・
中
一
貫
、
小
・
中
連

携
教
育
と
の
整
合
性
は
。

答

小
・
中
一
貫
、
連
携
教
育
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
あ
り
ま
す
。
市
教
委
で
は
、
同
一
学
区
で
の
小
・
中
学

校
の
連
携
教
育
実
現
を
考
え
て
お
り
、
整
合
性
は
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

問

黒
石
小
・
中
郷
小
・
北
陽
小
の
統
合
校
移
転
新
築

場
所
は
、
保
護
者
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
る
の
か
。

答

地
域
に
よ
っ
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る

予
定
で
す
。
今
後
、
説
明
会
で
地
域
や
保
護
者
の
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問

学
校
給
食
は
、
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
と
は
別

問
題
と
し
て
、
一
年
で
も
早
く
進
め
る
べ
き
で
は
。

答

弘
前
市
か
ら
給
食
提
供
を
受
け
る
こ
と
で
協
議
中

で
す
が
、
統
合
が
確
定
し
な
い
状
況
で
は
給
食
供
給
を

進
め
ら
れ
ず
、
現
状
と
し
て
は
学
校
適
正
配
置
と
給
食

が
切
り
離
せ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
と
、
市
の
現

状
と
今
後
の
対
策
は
。

答

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
案
が
臨
時
国
会
で
審
議

さ
れ
る
予
定
で
す
。
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
条
例
制

定
に
向
け
て
の
調
査
を
速
や
か
に
進
め
ま
す
。

問

人
口
減
少
が
地
方
ほ
ど
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
市
独
自
の
人
口
減
少
対
策
プ
ラ
ン
を
作
る
の
か
。

ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答

国
、
県
の
対
策
を
踏
ま
え
な
が
ら
第
５
次
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
に
盛
り
込
み
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
・
拡
充
し
、
今

年
度
は
乳
幼
児
医
療
費
等
の
現
物
支
給
な
ど
を
始
め
ま

し
た
。

問

い
じ
め
と
不
登
校
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

答

本
年
度
の
い
じ
め
認
知
件
数
は
７
月
末
時
点
で
小

学
校
４
件
、
中
学
校
２
件
の
計
６
件
で
す
。
昨
年
度
は

13
件
、
一
昨
年
度
は
22
件
あ
り
ま
し
た
。
不
登
校
は
小

中
学
校
合
わ
せ
て
７
人
。
昨
年
度
は
19
人
、
一
昨
年
度

は
23
人
あ
り
ま
し
た
。
い
じ
め
、
不
登
校
と
も
減
少
傾

向
に
あ
り
、
学
校
で
は
教
職
員
の
迅
速
で
丁
寧
な
対
応

と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
早
期
発
見
な
ど
の
対
策
を
し
て

い
ま
す
。

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

福
士

ふ
く
し

幸
雄

ゆ
き
お

議
員

（
一
括
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

お
お
み
ぞ

雅
昭

ま
さ
あ
き

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

日
本
共
産
党

工
藤

く
ど
う

禎
子

て
い
こ

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）
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【「市町村設置型浄化槽整備事業」について】
十和田市では、公共下水道で整備されていない未整備区域を、市町村設
置型浄化槽整備事業に変更し、平成 42 年度までに市内全域の整備を終える
計画としています。
同市は、市町村設置型浄化槽整備事
業の具体的な実施方法を検討した時
に、設計計画や維持管理の資格を有す
る職員がなく、事業執行の職員配置が
期待できないことから民間の力を活用
したＰＦＩ事業で行われています。
本市とは財政状況や地形など様々な条件が異なりますが、本市において
も公共下水道の計画の見直しを考え、100％水洗化に向け合併浄化槽の促進
を考えて行かなければいけないと感じました。

【「現代美術館運営」について】
十和田市では、平成 20 年に現代美術館が開園され、人口約６万６千人の十和田市において、開館後わずか
４日で入館者１万人を突破し、平成 21 年９月には累計 30 万人の入館者数を突破し、これを機に商店街（商
店外装等）や空地などを利用し、街全体を美術館として空き店舗などを利用して活気を取り戻しつつありま
した。
本市の中心商店街活性化の参考になるのではと感じました。

●議員活動報告
黒石市民クラブ
佐々木 隆・山田 鉱一
工藤 和子・福士 幸雄
後藤 秀憲

視 察 先
十和田市

（10 月 15、16 日）

平
成
26
年
10
月
29
日
か
ら
姉
妹
都
市
永
川

市
よ
り
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ス
副
市
長
、
グ
ォ
ン
・

ホ
ラ
ク
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
10
名
の
皆
さ

ん
が
黒
石
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
30
日
に
は

黒
石
市
・
永
川
市
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
記

念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
翌
31
日
に
は
黒
石
市

議
会
主
催
の
黒
石
市
・
永
川
市
姉
妹
都
市
議

会
夕
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

両
市
の
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
キ

ム
・
ジ
ョ
ン
ス
副
市
長
の
乾
杯
、
髙
樋
市
長

の
ス
ピ
ー
チ
と
続
き
ま
し
た
。
参
加
者
全
員

の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
は
日
本
語
、
韓
国
語

が
入
り
混
じ
り
な

が
ら
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
姉
妹

都
市
交
流
は
お
互

い
を
よ
く
知
り
、

理
解
し
あ
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

黒
石
市
・
永
川

市
の
姉
妹
都
市
の

絆
は
よ
り
深
ま
り

ま
し
た
。
交
流
が

長
く
続
き
、
よ
り

両
市
の
た
め
に
な

る
よ
う
発
展
し
て

行
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

平
成
26
年
度
青
森
県
市
議
会
議
員
研
修
会
が
、
平

成
26
年
10
月
８
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら
津
軽
伝
承

工
芸
館
に
お
い
て
、
青
森
県
10
市
か
ら
の
議
員
約
２

０
０
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
市
議
会

議
長
会
会
長
で
あ
る
田
名
部
和
義
八
戸
市
議
会
議
長

の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
髙
樋
憲
黒
石
市
長
よ
り
心

か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
に
お
い
て
現
在
最
も

力
が
注
が
れ
て
い
る
６
次
産
業
を
題
材
に
、「
地
域
の

６
次
産
業
化
へ
向

け
て
〜
地
域
の
雇

用
を
創
造
す
る
た

め
に
〜
」
の
演
題
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
大
手
食
品

会
社
で
商
品
開
発

に
携
わ
り
、
県
内
で

は
深
浦
町
の
「
ふ
か

う
ら
雪
人
参
」
生
産

者
と
菓
子
・
総
菜

メ
ー
カ
ー
と
の
連
携

を
構
築
し
た
実
績
が
あ
る
㈱
キ
ー
ス
タ
ッ
フ
代
表
取

締
役
鳥
巣
研
二
氏
で
し
た
。
地
域
活
性
化
の
た
め
に

勉
強
に
な
る
講
演
で
し
た
。

講
演
後
、
２
班
に
分
か
れ
て
中
野
も
み
じ
山
と
黒

森
山
を
視
察
。
再
び
津
軽
伝
承
工
芸
館
に
て
講
師
を

囲
ん
で
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
青
森
県
無
形
民
俗

文
化
財
の
上
十
川
獅
子
踊
り
等
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
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編
集
後
記

黒
石
市
は
、
今
年
60
歳
還
暦
で
す
。

鳴
海
前
市
長
か
ら
髙
樋
新
市
長
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
の
画
期
的
・
意
義
の
あ
る
年
で
も
あ
り

ま
す
。

平
成
26
年
第
３
回
（
10
月
）
定
例
議
会
は
、

一
問
一
答
方
式
が
導
入
さ
れ
２
回
目
に
な
り

ま
し
た
。

議
員
16
名
中
９
名
の
一
般
質
問
が
あ
り
７
名

の
議
員
が
一
問
一
答
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

議
会
の
内
容
も
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
努

力
を
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
方
々
に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
議
会
に
苦
言
・

進
言
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
の
経
済
の
疲
弊
・
景
気
の
低
迷
が
進
む

今
日
、
ま
ち
に
活
気
を
取
り
戻
す
施
策
等
を
提

案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
議
会
の
傍
聴
者
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

市
民
の
方
々
に
は
、
私
達
議
員
・
議
会
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
視
と
い
う
立
場
で
議
会
を

見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

尚
12
月
19
日
午
後
６
時
か
ら
ス
ポ
カ
ル
イ

ン
黒
石
に
於
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
沢
山
の
方
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

中
田

博
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「議会基本条例について③」
今回は条例の第７条から 11 条までの内容を説明します。

第７条 議会と市長等との関係において、二元代表制のもとで市長等と常に緊張ある関係を保ち
ながら議会に付与された権限を行使し、政策立案を通じて市政発展に取り組むこと、会
派による代表者質問ができること、質疑応答において一問一答方式を選択できること、
質問の質の向上と論点の明確化を図る観点から市長等が反問することができることを定
めています。

第８条 政策等の形成過程の説明について定め、市長等が重要な政策を提案する際は、政策の公
正性・透明性の確保と議会審議での論点の明確化と議論の水準を高めるために、政策の
発生源、経緯等各号に定める項目の説明を求めることとしています。また、立案、執行
における論点を明らかにするとともに、執行後における政策評価の審議に努めることと
しています。

第９条 予算及び決算の政策説明について定め、議案が市長等から提出される際は、法令の定め
る説明書類の他、市民にもわかりやすい施策別又は事業別の説明を求めることとしてい
ます。

第10条 自由討議について定め、議会では議員相互の自由討議を中心に運営されること、議案等
に関して結論を出すときは、議員相互間の議論を尽くして合意形成に努めることとして
います。

第11条 議員全員協議会について定め、議会活動及び市政の重要案件に関する協議又は調整を行
うために議長が招集し、議員全員による協議の場を設けることができることを定めてい
ます。

黒石市議会議員全員協議会
平成26年９月12日（金）午前10時から、
市議会議場において議員全員協議会が行わ
れました。

黒石市教育委員会より説明があり、議員
からは学校給食の問題、学校再編の組み替
えなどの意見が出されました。

平成 26 年 11 月３日（月）
にグリーンパレス松安閣で行
われた黒石市表彰式で、市議

会振興に貢献した栄誉をたたえられ、工藤賢治元市議会議
員が授与されました。
工藤賢治氏は平成７年から 23 年までの 16 年にわたって
市議会議員を務め、11 年５月から 13 年 12 月まで市議会副
議長、以後 15 年４月までは同議長を務められました。

案件：黒石市立小・中学校適正配置について
：黒石市立黒石幼稚園について




